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私
た
ち
の
ま
ち
の「
地
区
自
治
協
議
会
」

　
近
年
、
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子

高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
が
進
む
に
つ
れ
、

個
人
の
価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ
ル
も
多
様
化

し
、
地
域
と
の
関
わ
り
に
消
極
的
な
人
や
地

域
に
関
わ
る
余
裕
を
持
て
な
い
人
な
ど
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
従
来
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

心
的
な
役
割
を
担
う
町
内
会
で
は
、
加
入
世

帯
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
な

ど
で
、
参
加
者
が
固
定
化
し
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
が
弱
く
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
全
体
に
お
い
て
も「
介
護
」

や「
子
育
て
」「
防
犯
」「
防
災
」な
ど
、
一
つ

の
町
内
会
や
団
体
で
は
対
応
が
難
し
い
、
複

雑
で
広
域
化
す
る
課
題
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。　「

地
区
自
治
協
議
会
」
と
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
活
動
す
る
地
域
内
の
町
内
会
や
各

種
団
体
が
集
ま
り
、
地
域
の
情
報
を
共
有
し
、

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
解
決
に
向
け
て

活
動
す
る
新
た
な
住
民
組
織
の
こ
と
で
す
。

各
地
区
公
民
館
の
範
囲
を
区
域
と
し
て
、
市

内
27
地
区
で
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
現
在
、
各
地
域
で
は
、
町
内
会（
自
治
会
）

を
は
じ
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
会
、
民

生
・
児
童
委
員
協
議
会
、
消
防
団
、
P
T
A

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
地
区
自
治
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
活
動
し
て
い
た
団
体
が
、

現
在
の
活
動
を
生
か
し
な
が
ら
連
携
し
、
一

体
と
な
っ
て
各
地
域
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
本
市
で
の
地
区
自
治
協
議
会
の
取
り
組
み

は
平
成
24
年
度
に
吉
井
、
宮
、
山
澄
、
大
野

の
4
地
区
で
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
開
始
し
、

そ
の
後
、
針
尾
・
小
佐
々
地
区
が
先
行
実
施

地
区
と
し
て
続
き
、
27
年
度
か
ら
は
市
内
全

域
を
対
象
に
設
立
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
本
年
3
月
に
は
目
標
と
し
て
い
た

市
内
27
地
区
全
て
の
地
域
に
地
区
自
治
協
議

会
が
設
立
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
い
よ
い
よ
足

並
み
が
そ
ろ
っ
た
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
や

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、
個
人
の
価
値
観
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
を
背
景
と

し
て
地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
な
ど
が
深
刻
化
す
る
中
、
本
市
で
は
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
あ
る「
地
区
自
治
協
議
会
」が
本
年
3
月
ま
で
に
市
内
全
27
地
区
で
設
立
さ
れ
、

各
地
区
で
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
や
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
地
区
自
治
協
議
会
。
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
や
仕

組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地区自治
協議会

複雑で広域化する課題に対応

地
域
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

地
域
が
一
体
と
な
り
課
題
に
取
り
組
む

「
地
区
自
治
協
議
会
」

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
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これまで ➡ 多くの団体が「個別」に活動

これから ➡ 多くの団体が「連携」して活動
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新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
地
区

自
治
協
議
会
の
活
動
に
お
い
て
、「
町
内
会
」

は
中
核
を
な
す
団
体
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内
会
で
は
、
町
内
の

自
治
活
動
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

町
内
会
で
実
施
が
難
し
く
な
っ
た
行
事
な

ど
、
よ
り
広
域
で
の
取
り
組
み
が
望
ま
し
い

行
事
に
つ
い
て
は
、
地
区
自
治
協
議
会
で
実

施
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
町
内
会
や
既
存
の
地
域
団
体
等
が
活
動
を

行
う
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
は
解
決
が

で
き
な
い
課
題
に
つ
い
て
は
、
地
区
自
治
協

議
会
で
協
議
す
る
こ
と
で
解
決
に
つ
な
が
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
市
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
に「
地
域
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
掲
げ
、
そ
の
中
核
事
業
と
し
て「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

策
を
将
来
に
わ
た
っ
て
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
本
年
4
月
に「
佐
世
保
市
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
推
進
条
例
」
を
施
行

し
ま
し
た
。

　
こ
の
条
例
で
は「
地
区
自
治
協
議
会
」を

市
長
が
認
定
す
る
団
体
と
し
て
位
置
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
運
営
や
活
動
を
将
来
に

わ
た
っ
て
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く
こ
と

や
、
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
町
内
会
に
加

入
し
主
体
的
に
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
た

だ
く
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
条
例
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
町
内
会
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
地
域
に
お
い
て
は
、
町
内
会
活
動
の

あ
り
方
や
地
域
の
各
種
団
体
と
の
役
割
分
担

な
ど
を
考
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
課

題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
条
例
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
り
、「
そ
れ
な
ら
ば
私
も
関

わ
っ
て
み
よ
う
」と
い
う
市
民
の
方
が
増
え

る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
今
後
と
も
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、
地
区
自

治
協
議
会
や
町
内
会
な
ど
の
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

条
例
の
制
定
で

　
市
民
の
役
割
を
明
確
化

地
区
自
治
協
議
会
活
動
の

　
　
中
核
を
な
す「
町
内
会
」

青
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防
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総
務
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環
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衛
生
部
会

地区自治協議会
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理事会

佐世保市地域コミュニティ活性化推進条例

住民自治組織の役割
◦住民自治組織（町内会や地区

自治協議会など）は誰もが参
加しやすい組織を目指し、主
体的な活動を行うものとする

◦住民自治組織は市民の町内会等
への加入を促進するものとする
◦住民自治組織は紙媒体やイン

ターネット等を活用し積極的
に活動状況等を情報発信する

（第 5 条抜粋・要約）

事業者の役割
◦事業者はその事務所が所在す

る地域において行われる住民
自治組織の活動への参加や協
力に努めるものとする
◦事業者は従業員がその居住す

る地域の町内会に加入するこ
とを促進するとともに、住民自
治組織の活動に参加・参画す
ることに配慮するものとする

（第 6 条抜粋・要約）

参 

画

地区自治協議会
のメリット

❶これまで個別に取り組まれて
きた各団体が連携することで、
情報や課題の共有が進み、効
率的な活動が展開できます
❷地域をより良くする活動をみ

んなで進めていくことで、地
域住民の皆さんの地域づくり
への意識が高まります
❸総会等の会議や重複している

活動等が集約され、特定の関
係者に集中している負担の軽
減が期待されます

※部会の構成については一般的な例を示しています。11  広報させぼ　2018.6 10

4 月 24 日に開催した
「地区自治協議会認定
証交付式」で交付され
た認定証を持つ各地区
自治協議会の代表者の
皆さんと朝長市長など
の関係者

（写真 P10、11）

地
区
自
治
協
議
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
協
働
推
進
課
　
☎
24
・
1
1
1
1

西地区
自治協議会
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日宇地区
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三川内地区
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北地区
自治協議会
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自治協議会

世知原地区
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市民等の役割
◦市民は住民自治組織が地域で

安全・安心な生活を送るため
に重要な役割を担っているこ
とを認識するものとする
◦市民は自らが居住する地域の

町内会に加入するものとする
◦市民は住民自治組織の活動に

主体的に参加・参画するもの
とする

（第 4 条抜粋・要約）

地区自治協議会
の組織例
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